
 

　令和６年度学校経営全体構想  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本　　年　　度　　の　　重　　点　　目　　標

一人一人のよさが発揮される教育の実施
～「貴き汗」を絞り出す取組～

直方市立植木小学校
植木中校区小中一貫教育目標

郷土を愛し、郷土に生きる児童生徒の育成

学　　　校　　　像 児　　　童　　　像 教　　　師　　　像

本　年　度　の　努　力　点
　１　教育課題を把握し、課題解決に向けた取組を共有した上での教育活動の展開と定期的な検証改善を行う。
　　　○　「目指す児童像」を踏まえた学年・学級経営に努める。
　　　○　各種調査を基に定期的に児童の成長やつまずき、興味・関心について分析・把握・共有し、それに基づく指導を行う。
　　　○　学力向上の取組に対する定期的な検証を行い、効果の確認と次の取組に向けた検討を図る。
　　　○　各種教育の推進
　　　　　・　人権教育（「人権が尊重される１０の視点」を生かした授業づくり・環境づくり）
　　　　　・　特別支援教育（保護者や関係機関との連携）
　　　　　・　図書館教育（読み聞かせボランティアや市の図書館との連携）
　　　　　・　健康・安全教育（体力向上プランの推進）
　　　　　・　情報教育（情報モラル・プログラミング教育の実施・ICT〔タブレット等〕を活用した授業の充実）
　　　　　・　環境教育（こだわりの清掃・豊かな心を育てるための教育環境の整備）
　２　特別活動等で　「学ぶことに挑み続ける子どもを育む鍛ほめプロジェクト」の指導方針を踏まえた教育活動を展開し、
　　児童が自分のよさを発揮し、成長を実感できる学校創りを行う。
　　　○　「学ぶことに挑み続ける子どもを育む鍛ほめプロジェクト」による取組の一層の充実を図る。
　３　各担当及び地域との連携を通して、安心・安全に過ごせる学校づくりに努める。
　　　○　生徒指導の充実
　　　　　・　月１回の「いじめ・不登校対策委員会」によるいじめ・不登校の実態把握に努める。
　　　　　・　いじめや不登校、問題行動などの未然防止・早期発見早期対応・継続支援に努める。
　　　○　学校内外の危険個所の確認と情報共有を行う。
　４  小小間、小中間で密に連携し、植木中学校区小中一貫教育の一層の推進を図る。
　　　○　中学校区共通の研究主題を基にした授業交流等を行い植木中学校区小中一貫教育の一層の推進を図る。
　５　コミュニティスクールの推進と計画的な学校評価の実施を通して「開かれた学校づくり」に努める。
　　　○　コミュニティスクールを推進し、学校・家庭・地域での協働の教育活動を行う。
　　　○　学校関係者による評価を定期的に行い、その結果を全教職員で共有することで効果的な教育活動の実施に努める。
　６　キャリアに応じてそれぞれの教職員に求められる資質・能力の向上を図る。
　　　○　キャリアステージに応じた研修と学校課題に対応した研修を実施することで教師力の向上を図る。
　　　○　適時、服務の厳正な保持に係る声かけを行い不祥事の防止に努める。
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○　どんなことにでも自分の考えを持ち、言
葉で表現する
○　意欲をもって計画的に学習に取り組む
○　進んで困難な課題に取り組み、自分の
力で粘り強く解こうとする

○　思いやりの心をもって接し、支え合う
○　互いの考えを尊重することができる
○　自分や友達の頑張りを認め合える
○　相手意識を持ち、丁寧な言葉遣いで表
現する
○　学校のルールを守る
○　自分の課題と向き合い解決しようとする
○　誰とでも仲よくし、友達のよさを認めら
れる

○　どんな課題にも根気強く取り組むことが
できる
○　失敗してもくじけずやり直すことができる
○　規則正しい生活を続け、進んで心や体
を鍛えることができる

学　　校　　経　　営　　の　　方　　針

〔教育課題〕
　○　各種調査の結果を基に、全教職員で児童の教育課題を把握し、その解決に向けた取組の共通認識の基、教育活動を進める。ま
た、定期的な検証改善を行い、より効果的な指導方法を探る。また、「学ぶことに挑み続ける子どもを育む鍛ほめプロジェクト」の指導
方針を特別活動を中心とした教育活動に取り入れ、児童がそれぞれのよさを発揮し、成長を実感できる学校創りを行う。
　○　植木中学校区の課題に対応するため、小小間、小中間で密に連携し、植木中学校区小中一貫教育の一層の推進を図る。
〔経営課題〕
　○　教職員の様々な経験年数に対応するため育成指標を基にそれぞれのキャリアに応じて求められる資質・能力の向上を図る。
　○　コミュニティ・スクールを推進し、子どもたちに充実した学習環境の提供と安心・安全に過ごせる学校づくりに努める。また、計画的
な学校評価を行い、教育活動に対する説明責任を果たすとともに、教育活動に対する意見を広く取り入れる。

頭の汗 心の汗 体の汗

○　子どもが笑顔で安心して過ごせる学校

○　環境が整った美しい学校

○　教師も子どもも満足できる学校

○　自ら課題を見つけ、追究する子ども（知）

○　よりよい人間関係をつくり、自己の生き方を考える
子ども（徳）

○　自らをねばり強く鍛え、規則正しく健康的な生活が
できる子ども（体）

○　子どもとのかかわりを大切にし、成長を
願う教師

○　チームワークを大切にする教師

○　学び続ける教師


